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On dogs and cats a gelatine sponge soaked with polymar-methyl-meta-acrylate 

solution (p. m. m. a.) was inserted into aqucductus mesencephali to obtain inflam-

matory adhesion and mechanical obstruction in expectation of producing hydrocephalus 

intern us. 

26 cats (Group Ai) and 12 dogs (Group Aii) respectively were subjected to 

experiment on which p. m. m. a. soaked gelatine sponge was inserted into aqueduc-

tus mesencephali, while another group of 20 cats (Group B) was taken for control 

b~· inserting laminaria non-soaked with p. m. m. a. into aqueductus similarily but 

for mere mechanical obstruction. Symptoms after operation were observed and the 

animals after being kept alive for the period of 25-210 days were killed by 

bleeding. The removed brains were examined either macroscopically or histologically. 

The results of experiment were summarized as follows. 

Experimental animals, hardly a wakening from anesthesia, were at first in the 

state of coma without pupillary reflex and corneal reflex, then remained in drowsi-

ness for a longer period. Group Ai of cats and Group Aii of dogs respectively 

held such a disturbed responsiveness longer (for about 24-48 hours) than did Group 

B of laminaria cats (for about 15-24 hours). Disturbance of consciousness (respo-

nsiveness) in the later stage showed a strong resemblance to disturbance of conscio・

usness reported by BAILEY and DAVIS on a cat and a monk的・in their destruction 

experiment of periaqueductal grey matter. 



2194 日本外科宝函第28巻第6号

Such a long-lasting unresponsiveness after operation was not observed in a 

control experiment on dogs, where a gelatine sponge soaked with p. m. m. a. was 

inserted into the parietal lobe. 

The comparison of incidence of ventricular dilatation between Group Ai and 

Group Aii, namely gelatine sponge cats and dogs, which were kept alive for the 

same period, showed that Group Ai wa日 less liable to cause h~由・ocephalus than 

GFoup Aii and that the cats of Group Ai, living for 192 200 days caused less 

frequently hydrocephalus than the others of the same group living shorter for 12-

31 daγs. 

Histologically characteristic was a fact that recanalization lined IJ~· cells quite 

resembling ep巴ndymalcells could be observed in numerical numbers in organized 

gelatine sponge in the long surviving cats of Group Ai. The recanalization may be 

indicative of reopening a pathwa>• through the obstructed aqueduct, thus explaining 
the fact that the incidence of ventricular dilatation was lower in the long living 

animals than in the short living animals. Similar recanalization maγbe possible 

also in man, when a gelatine sponge may be inserted into aqueductus for hemostasis 

during a brain operation and it remains unabsorbed. 

第 1章緒

－E 
中脳水道に異物寸挿入して~fj＇柊性内脳水腫を惹起さ

せんと企てた実験はp Dandy and Blackfan (1913) 

以来， Frazier and Peet (1914) Thomas (1914) 

Weεefarth (1915) Guleke (1930) IIりen(1931) 

Hassin, Oldberg and Tinsley (1937) Ingraham, 

Alexander and :¥Iatson(1947～1948) Bakay(1949) 

Bachs and Walker (1953）等によって色々と試みら

れて来た．

これらの実験相互間の差異はp 中脳水道閉塞に用い

た物質の違いちありp 叉閉塞性内脳水腫を惹起きせ得

た成功率も種々像々である．彼等がそれらの物質を使

用したのは，次の二つの主要な意味からであった．一つ

は単純な機械的閉塞の意味でありp 第二は刺戟性物質

による炎症性癒着の為の閉塞を期待するものである．

前者にはp 綿， cellophane，筋肉p laminaria等があ

りp後者には，Canadabalsam, zephiran, aleuronat, 

gelatine, paraffin，アラピヤゴム等がある．叉教室の

西村はp第4脳室に gelatin巴 spongeを押入した動物

（犬）のあるものに於て， gelatine spongeの般痕化

により閉塞性内脳水腫を惹起し＇r！｝たと報告した．

本実験に於てはp 更に進んで中脳水道内へgelatine

sponge (Sponge！）に刺戟性の合成樹脂液 polymar-

methyl-meta-acnァlate（以下 p.m. m. a.と略〕を

浸して挿入し，機械的並びに炎症性の双方の効果によ

る閉塞性内脳水醸の発生を期待した．又laminariaが

温度上昇，水分吸収により膨大することを利用しF 対

照としてy 主に機械的閉’相ごよる内脳水腫を作る為

にp laminaria (p，川.m. a.を浸さないもの）の挿

入をも行った．

このように中脳水道へ手術的に異物を挿入した場合

にp 術後後述の如くp 長時間に亘る意識障害（麻酔よ

りの覚醒時間の遅延）を来すので，それを険討する

為p 無手的対I（日間に於ける麻酔よりの覚醒時間及び中

脳水道閉＇fl（＇；に使用したと同じ異物を頭頂葉脳実質内に

挿入した場合に於ける麻酔覚醒時間を測定してその対

照とした．

第 2章中脳水道異物挿入実験

第 1項実験方法

L 実験動物には，体重約8.0kg位の成熟犬及び体

重約3.0同位の成熟猫を使用した．

2. 中脳水道閉塞には，次記合成法によって作った

p. m. m. a. ~浸した Sponge! （山之内）及びp.m.

m. a.を浸さない laminariaを使用した. E!Pち成熟

犬12匹の中脳水道日乾燥状態に於て直径約0.1α.1，長

さ約0.7cmに固く振った Sponge！に p.m. m. a.を

浸して挿入した．

叉成熟猫26匹に，同様に乾燥状態に於て直径約0.1佃

弱，長さ約0.5cmに固く振ったSpon符elにp.m. m. a. 

を浸したものを中脳水道に挿入した．
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又成熟猫20匹にp 直径約0.1叩弱p 長主約0.5cmの

laminariaを純アルコールにて脱水された状態に於

て中脳水道に婦人した．

Poly mar-m ethy 1-m eta-acrylate合成法

monomar-methyl-meta-acrylateに，等量の10%

NaOHを加え良く視枠振還すれば， monomar-methyl

-meta-acrylate中の重合阻止剤である hydroquinon

It，下半分に黒色の沈澱となって除去される．その上

半分の上清液を取りp 之に約2%の割に過酸化ベンゾ

イルを加え，約60。Cの瞬卵器中に約1時開放置すればp

monomar-methyl-meta-acrylateは重合をなしF 糊

状・粘調性の刺核兵を椛びたpolymar-methyl-meta-

acrylateとなる．

3. 実験動物は全て＇ －一但し犬にてはPanopinの

基礎麻酔の上に 2.5%thiopenthal natrium (I.Zee 

/kg）の腹腔内注射により麻酔をなしF み：の如く手術を

施行した．

後頭下正中皮庸切闘を加え，外後頭骨隆起より第1

頚椎迄を露出しp 次いで後頭孔後縁を一部：盤除した．

更に硬膜及び蜘網膜を切開し，小脳虫部の最尾部及び

小脳延箇槽を露出した．次いで第4脳室蓋後髄帆に小

切開を加え，流出する脳脊髄液を試い取ると3 菱形笥

ilPち第4脳室成立l見える．そこで小脳虫部をl怪く注意

深く挙上すると第4脳室底後正中海が見え，それを頭

方向に辿れは旬H脳室は漏斗状に綴れp その底に当る

狭窄部にp 狭い中脳水道の尾側の人口が認められる．

その中脳水道に前記閉塞物質を直視下に婦人し符る．

硬膜欠損部は縫合すること不可能なので，上からSpo・

ngelの小切片で覆った．

・L 閉塞物質挿入に成功せる動物を＇ 25～210日生

存させ，その間臨床症状を観察した． 次いで全身麻酔

の下に眼底所見を検索しP 後直ちに両側股動脈を切開

して出血死させ脳を刻出し，肉眼的検査の後10%for-

malinに固定す．約2週間後 celloidin包埋をなし，

組織標本を作製して次の3染色法を行った．

a. Hematoxylin-eosin染色法

b. Kliiver・Barrera氏染色法

c. Mallory氏phosphotangsticacid hematoxy-

Jin染色、法

第2項実験結果

I. 臨床症状

実験動物は全て，術後容易に麻酔より覚醒せずp 瞳

孔は散大し対光反射・角膜反射及び侵害反射の消失，

即ち昏睡状態を呈した．その間鴨吐及び時々強直性！庭

壁を見たものが多数あった．

laminar泌を挿入せる猫にてはp 術後の昏睡持続時

間は凡そ15～24時間であり強直性復讐は殆んど見られ

なかったが p.m. m. a.を浸した Sponge！を州入し

た犬及び卯iに於ては， 術後の昏｜｜垂持続時間は前者より

長く，凡そ24～48時間でありp 大多数に強直性症撃を

認めた．このような両者の差見はp.m. m. a.に刺戟

性と共に或る程度の組織破壊性があることによるもの

と推測される．

手術中の誤った損傷とか脳室内出血等によりp 或る

ものは術後の昏睡状態の依死の転機をとったがp 然ら

'2[るものは昏睡状態より覚催し向島眠状態へ移行した．

この時期に於ける意識障害状態は， Baileyand Davis 

が中脳水道周囲組織を電気凝固 （麻酔下）した猫・猿

に於て認めた意榔掌害に類似しP 叉人聞に於ける

arrest of consciousness(Bailey et al）乃至akine-

tic mutism (Cairns et al）に類似する． 其後一般

状態は漸次回復するが，全て無欲様であり外来の刺戟

に対して反応は甚だ鈍であった．次いで坐位をとり更

に歩行し得るようになるが，全例に小脳性運動失調が

あり， Triiもそれが長期間継続した．その継続期間は大

体 1～2ヵ月であったが，或る動物に於ては約5ヵ月

間に及んだものがあった．このような差異はp 手術時

の小脳実質の機械的損傷p p. 111. m. a.による化学的

損傷及び術中・術後の出血等の程度の差異に基づくの

であろう．

Dandy及び Bakayの中脳水道閉塞実験の報告に

よれば一一挿入に使用した物質は本実験と異なるが一

一閉塞後：：o～30日で再び噌眠及び昏睡状態となり，間
欺的H医吐等を起しP 一時回復した一般状態は再び増悪

し衰弱の一途を辿るというが，本実験に於てはかか

る後期悪化を見ず，全身状態は漸次回復好転しP200～ 

210日間生存させた数例に於てH，正常状態と何ら変

らないものさえあった．

術後一時的に眼球振塗症及び左右瞳孔不同症を屡々

認めたが，限筋麻湾例は無かった．

眼底所見としては，大多数にp 眼底血管の軽度の拡

張・怒張・轡曲を証明し，その中の少数例に，乳頭の

貧血及び軽度の萎縮を認めたが，重量血乳頭と称さるべ

き著明な所見は見出されなかった．

2. 肉根的頭蓋及び脳所見

頭蓋の拡大及び頭蓋総合の拡張は認められなかっ

た．

易日出脳を10%formalinに国定したる後，前額面方
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向に割を加えp 中脳水道の閉塞が確実に行われている

か否かp 叉側脳室及び第3脳室の拡張の程度を調べ

た．

Guleke (1930）は， Dandyの実験を追試した所p

中脳水道の完全な閉塞ある場合でも閉塞性内脳水腫は

起らなかったと述べp その成功率は一一沃度に浸した

筋膜の小片で閉塞したが一一一24%であったと報告して

いる．

本実験に於ても，中脳水道の閉塞を完全に為し得た

に拘らずp 或る例に於ては閉~·性内脳水極を惹起させ

得なかった（Figs.1, 2). 

叉 Bachsand Walkerは，実験的中脳水道閉塞に

よる内脳水腫は，既に2週間で起り得ると述べてい

る．そこで本実験に民てp 略々 2週間以上生存した実

験動物の脳室拡張の発起率を示せば次の如くである．

Table l 脳室拡張の発起率

Jp.m. m.aを浸した Sponge！をIlaminariaを
i 挿入した例 ｜ 挿入した例
I I 192～200日 ｜
112～31日生存例｜ ｜ 
猪｜ ｜ 生存例 ! 62% 
I 40°; I 25% I 

ペ7～33日吋
71% I 

即ち略々同一期間生存せる p.m. m. a.を浸した

Spong elを挿入した犬と， 同猫に於ける脳水題発起率

の聞に甚だしく差を認めるが，これは後述する如く，

動物差によるものであろう．

又 p.m. m. a.を浸した Sponge！を挿入した猫に

ついて， 12～31日間生存例と， 192～200日の長期間生
存例との間の脳水腫発起率を比較するにp 後者の方が

低い．これは，長期間生存せしめたので，閉塞再疎通

（後述）を来たしたことによるものと恩われる．

悩室拡張の程度は，何れも軽・中程度であり， Dan-

dyの実験に見られるが如き，高度な典型的な脳水腫

は見られなかった（Figs.3, 4, 5, 6, 7.). 

3. 組織学的所見

中脳水道の挿入物の周囲の脳組織には，挿入物の如

何に拘わらず，炎症性反応及び出血が見られた．それ

はp.m.m,a.を浸した Spongelを挿入した場合に殊

に著しかった.NPち上衣細胞の色々の程度の剥離・破
壊叉或る場合には増殖を伴った上衣炎が見られた．上

衣下層には，白血球浸潤・血管周囲細胞浸i関・血管の
新生，充血，拡摂p 神経謬線維の猶殖等が見られた．

挿入物質の中へはp 周図より求心的に色々の程度の

肉芽組織の侵入があり，白血球p 幼若結合組織細胞及

び線維y 血管の新生等を認めた．laminariaの構造

は，顕微鏡下に於てu，丁度植物の木質部の如き構造

を旦しているがp その網目構造の中迄さえ肉芽組織の

侵入を見，且つlaminariaと周囲の脳実質との聞は緊

密にして間隙というものは見出されなかった （Fig.

8). p. m. m. a.を浸した Sponge！を挿入したもので

は， 33日迄の生存例に於ては，中心月1；は尚SpongeJ固

有の網目様構造を維持し，その周辺は吸収3れ肉芽組
織に置き換えられている（Fig.9). 其後漸次中心部

の網目様構造は吸収され， 192日以上生存例に於ては，

Spong el固有の網目様構造は全然失はれ全て結合組織

に置き換えられ， その扱痕組織内には毛細血管がみら

れるが，細胞浸潤等の炎症性反応の程度は著しく減弱

していた．そして重要且つ特有な所見としてP その疲

痕組織内に，脳室上J＜類似のやや細長い大型の細胞の

壁に屈まれた管隆志1多数存在したこと，即ち Sponge!

の鍛痕内に，新しく中脳；水道に取って代るべき管径が

形成一←recanalization－ーされているのを見出した

ことであった （Fiεs.10, 11, 12). 

中Ifill水道内にlt，以上の如く著明な局所反応ある

も，第31.脳室及び側日以室内の変化一一ー上衣炎等』ーーは

左程著明でなかった．

叉努脳室神経核（Nucl.paraventriculairs）の神経

細胞内にp 空胞の出現及び軽度の混濁・腫脹を時に見

7ご．

第3章対照実験

第1項 無手術対照動物に於ける麻酔よりの覚醒時

問

中脳水道異物挿入実験に於て，麻酔剤として使用し

た2.5%thiopenthal natriumを，中脳水道具物挿入

実験と略同量／匂p 同様に腹腔内注射を猫に於てなしp

2.5% thiopenthal natriumの動物に及ぼす影響を観

察して次の頁の如き実験結果を得た．

第2項頭頂葉実質内へ異物を挿入した場合の麻酸

覚醒時間

犬に中脳水道異物挿入実験と同じく一－Panopin

の基礎麻酔の上に一一2.5%thiopenthal natrium(l.2 

cc/kg）の腹腔内注射により麻酔をなし，頭頂ー骨を穿

孔し，運動領よりやや後方の大脳頭頂葉の脳実質内に

次記異物 a,b, 2種を挿入し，中脳水道異物帰入実験

の場合と術後の意識障害時間（麻酔覚醒時間）を対比
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無手術対照動物tこ於ける麻酔覚醒時間 （猪）

平

合

♀

♀

注射後，麻酔より覚醒し
深 頭部を挙上する迄の時間

空 －－ 30.去
二 約 4時間

色l 約4時間
' 
' 約1時間30分

！注射後立四こ 注射後傾附に
達す即時間 ｜達す誌の時間

｜的 I 1s分
10分 I 1s分

I 10分 12分

I 3分 7分

Table 2. 

履雇丙在蔚せる
2.5劣 thiopenthal
nat.量（cc/kg)

!.Occ/kg 

!.Occ／勾

1.2cc／勾

1.2cc/kg 

体
重

－
拘

均

拘

拘

ワ
白
っ
“
つ
－
っ
“

性 i
別 1

頭頂葉実質内への異物挿入手術に於ける麻酔覚醒時間（犬）

過

害陣

関時結t持聖芦

約 1時間付

i制｜

議

経

意

孔

（ー）川
間瞳

随，｜

縮（ー）

約2時間30分

5.0kg 

7.5kg 

5.5同

後

痘

約12時間

約 1時間30分

約3時間

村

納
付
ハ
円

角
膜
反
射

後

陛

（ー）

H

H
ハ門

直術

疹
痛
反
射

（＋） 

（＋） 

（＋） 

制

（→ 

（＋） 

（＋） 

陸

態

陸

縮

散

縮

縮

（ー）

ハ

門

的

判

Table 3. 

位
置
反
射

（ー）

←） 

H

H

H

 

挿
入
物
質
一
ラ
ミ
ナ
リ
ア
一
ス
ボ
ン
ゼ
ル

体性

重別

8.0惚♀ 

9.5kg 合

平

♀ 

♀ 

；；；に実験的脳水暖の問題であるが，中脳水道

かに短時間（ 4時間以内）であり，叉頭頂葉実質内に

異物を挿入せる場合の麻酔糟時間もp 中脳水道へ異

物挿入後みられたそれよりも甚だ短く（12時間以内通

常2～ 3時間）， 且つ 1例を除きF 瞳孔は縮少し対光

反射・角膜反射は消失せず3 君主jへ術直後に於てすら疹

痛反射をみたものがあった..IWち頭頂葉へ異物挿入せ

る場合みられた術後の昏腿（麻酔の残り）はp その度

に於ても中脳水道挿久後みられた昏睡より浅かったと

言える．このことより，中脳水道の損傷がp 術後麻酔

覚醒時間の遅延に本質的に関係していたものと結論し

得る．

叉 p.m. m. a.を浸した Spongel挿入の場合に

はp この術後昏睡乃至｜闘民が特に長時間（ I～2日）

持続した．これは単に機織的作用だけでなく， p.m. 

m. a，の化学的刺戟作用そして恐らく破境作用が，薬

液の浸透波及した水道周閤組織に及んだことによる現

象と思われる．併し’·~気凝固の場合よりは破壊が軽い
為れ動物は漸次寄l丞より回復しp やがて正常に近い

状態に迄立戻ることが多かった．その点電気凝固とは

趣を異にする中脳中心灰白質性の意識障害を起し得た

のであって，これは甚だ興味ある事実であると信ず

る．

(BJ 

しfこ（Figs.13, 14). 

a. 純アルコールにて脱水された状態にて，直径約

0.2cm，長さ約0.6仰の laminaria

b. 乾燥状態に於て，直径約0.2cm・長さ約0.6cmに固

く振り， p.m. m. a.を浸した SpongeI 

何れの場合でも，麻酔覚醒時聞は短時間であって，

中脳水道異物挿入の場合の如き長時間の意識障害は決

してみられないのである．

総括及び考察

(A) 先づ中脳水道内異物挿入による意識障害につ

いて考えてみよう．中脳中心灰白質が意識の維持に深

い関係をもつことは古くから想定されていたところで

あり，京大外科に於ても15年前よりこの方面の実験が

種々行われて来た．

Bailey and Davis Ii，猫及び猿に於て，中脳水道

周囲組織を電気凝固により破嬢して起る意識障害を，

人間に於ける arrest of conciousness, akinetic 

mutismに類するものとした．教室の山崎の猫に於け

る類似の実験に於てt，略々同様の結果であった．私
の中脳水道異物挿入実験に於てはp 麻酔より極めるの

に異常に長い時聞を要した．然るに対照実験にて示さ

れた如く，無手術正常動物に於ける麻酔輝時間は逢

第4章
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を閉塞させて内脳水腫をつくろうとした動物実験は，

先述の如く Dandyand Blackfan以来色々と行われ

て来ているぷy 其の脳きさ拡張の発起率及び程度に関し

ての報告はp 種々様々である． Bakay が’ J;,: ！~i町 I 内 l ：中

脳水道の閉塞を完全に為しi'.fたにも拘らず脳室の拡大

を何故起さぬかを説明することはp ;J｛た｜同難であると

云っている如し今此の発起率の差異の原因を解明す

ることは難しい問題ではあるお，本実験と対照しつつ

考按を試みよう．

1. Ingraham, Alexander and Matsonの実験

（犬）によればp 単なる cellophanecylinderで中

脳水道を閉塞させた場合にはp 発起率は74.07%であ

ったが zephiranの溶液に浸した cellophanecylin-

derを用いた時はp 略々 100りに近い発起率を挙げた

と言っている如く p 第一に閉塞物質の差異が発起率に

大きく影響すると考えられる．

本実験に於てはp p. m. m. a. を浸した Spongq

を閉塞物質として使用した．犬及び略々γ数の猫に於

てはp この操作後約1ヵ月生｛￥させたか，組織学的検

索によれば中心都l土尚 Sponge！固有の粗大なる網目

様構造~（1＇って居り，これによって 1:1<1fl'世Ll波の流れき

完全に遮断することは不可能で，尚111<1fr時in佼しり相当な

通路となり得る干とが推測される．従って中等度の脳

s;rnよ大を来し得たに止まったと思われる．
p. m. m. a.を浸した Sponge！を挿入した猫の他

の略マ半数例を， 192～200日間の長期に亘って生存さ

せた．この全例に於てp 組織学的検索の結果みられた

ことはp 中脳水道に挿入されて疲痕化したSponge！内

にp 脳室上衣細胞ということが確かではないがp やや

細長い大型の細胞より成る壁に閉まれた小管腔が多数

存在することであった．即ち廠痕化した Sponge！内

にp 中l11r;J＜：）立に1r.zって代るべきlj悩脊髄液のi市通路が代

償的に形成一－1・ecanalization－ーされP 新たに第3

脳室から第4脳室への交通路が出来たと推定されるの

である．かかる r巴canalizationはp Spong elの如き

網同様構造を持った物質なるが故に起ったのかも知れ

ないー叉中脳水道はp 比較的発生初期の原始状態を維

持しているといわれるのてy 他の脳の部分より再生能

力が旺盛な為にp かかる recanalizationが起ったの

かも知れないー此の事実よりしてp 人間に於て，中脳

水道附近に Sponge！を挿入した場合 f松果休IJ毛勾や

第4脳室腫疹の手術の場合にあり得る）でも，癒渡性

狭？による閉塞性内脳水腫の起る危倶は比較的少いも

のではないかと思考される．

もう一つの挿入物質として用いたlaminariaはp 膨

脹せる状態に於てはp 顕微鏡下に典型的な網目構造を

なし，恰も植物の木官f六1；の主nくであるから，辺縁は周

囲の脳実質と緊密に接触していても，その網同情造を

通して尚脳脊髄液は若干通過し得るものと考えられ

る．従って laminariaU，機械的閉塞物質としては

Sponge！よりは勝るかも知れないが，それでも尚完全

なものではない．

2. 略々同一期間生存せる p.m. m. a. を浸した

Sponge！を婦人した犬と猪に於ける脳水種発起率には

甚だしい差を認めp 猫は低い発起率を示したがp その

原因としてP 先づ動物差ということが考えられる.E!P 

ち Bachsand Walkerによれは＇ ~首では Tela cho-

rioideaが致損され易く p髄液圧の上昇によりCisterna

ambiensの所で第3脳室との聞に交通を生じp 所謂

spontaneous ventriculostomyが形成されるからで

あらうと述べているが，然しこれに対する実証はな

し尚推測の域に止まっている．

3. Gulekeも言っている如し閉塞された脳室の

壁p 殊に中脳水道を閉塞した場合には，第3脳y竪よ

り脳脊髄液が吸収され得るのではなかろうか．

・I. 又 Ingr叫mm（土p 中脳水道を実験的に閉塞した

筏，髄液圧が特発的に減少したと述べている．即ち中

脳水道を閉塞したことにより，髄液圧が昂進しP その

結果反射的に脈絡叢よりのl恥i脊髄液の分泌が抑制され

る可能性が考えられる．これは輸尿管結紫によって必

ずしも腎水腫を来さないことに比すべきであろうか．

第5章結 語

実験動物として犬及び猫を用し、P 中脳水道にp.m. 

m. a.を浸したSponge！及びそれを浸さないlamina

riaを手術的に挿入しF 閉塞性内脳水腫を作ろうとし

て実験をfj-t,、，次の結論を得た．

1. 手術的に閉塞物質を中脳水道に挿入すると，術

後 l～2日間麻酔による昏睡乃至噌眠を続けることが

多い．これは Baileyet alの中脳水道周間組織破壊

実験に於ける arrestof ~onsciousness 又は akinetic

mutismに類似する．

この意識障害より覚醒してからは，ー舵伏態は渦次

快方に向い症状増悪するものなし 200～210日間生存

させた数例に於てlし何等術前の正常状態と変らない

ものさえあった．

但し p.m. m. a.を浸した Sponge！を挿入した例

に於ては，単に laminariaを用いたものよりp 麻酔
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に引き続く意識障害がより強くEつ長くみられた．

2. 別出脳標本に於て，術後7日目より，軽・中程

度の側脳室及び第3脳室の拡大を見た．だが或る例に

於ては，完全に中脳水道の閉塞を為し得たに拘らず，

何らの脳室の拡大をも見なかった．

3. 組織学的にはp 押入物質の周囲の脳実質には炎

症性反応を認め殊に p.m. m. a.を浸した SpongeI 

を挿入した場合はその変化は一層著明であった．

4. p. m. m. a.を浸した SpongeIを挿入した動

物を長期間に亘って生存させると，短期間生存させた

動物よりp 脳室の拡大を来たす率が却って低いことを

見出した．それは閉塞部の再疎通によるものと思われ

る．

5. 即ち中脳水道に挿入されたp.m. m. a.を浸し

た SpongeIは，約200日経過すれば，それ全体は般

痕化して SpongeI固有の構造は全く失われ，その内

部に脳室上衣かと恩われる細胞の壁に囲まれた多数の

新しい管腔が形成 recanalization され，中脳水道

に取って代るべき脳脊髄液の新流通路を生じていた．

6. かかる事実よりp 人間の脳手術に当って巴むを

得~る理由により， Sponge！を中脳水道に挿入するこ

とがあっても，閉塞性内脳水腫を惹起する危慎は比較

的少いものと考えられる．
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Fig・. 2: 猫， p.m. m. a.を浸した SpongeIを挿入， 193日生存例．

Fig.‘3: 猫， laminariaを挿入， 208日生存例．

Fig. 4: 猫， laminariaを挿入p 121日生存例．

Fig. 5: 猪， p.m. m. a.を浸した Sponge！を挿入， 192日生存例．

Fig-. 6: 犬， p.m. m. a.を浸した Sponge！を挿入＇ 33日生存例．

Fig・. 7: 犬p p. m. m. a.を浸した Sponge！を挿入p 7日生存例．

Fig'. 8: 猪， laminariaを挿入＇ 121日生存例， H.E.染色p laminariaの網包構造内に肉芽の侵入を見る．

x 100 

Fig. 9: 犬， p.m. m. a.を浸した Sponge！を挿入． 7日生存例， K.B.染色，中央部は尚 Sponge！固

有の網目様構造が主主っているのを認める. xzoo. 

Fig. IO: 猫p p. m. m. a.を浸した Sponge！を挿入， 192日生存例， K.B.染色， xzoo.

Fig. 11: 猫， p.m. m. a.を浸した Sponge！を挿入， 195日生存例p H. E.染色＇ xzoo. 

Fig. 12: 猫， p.m. m. a.を浸した SpongeIを挿入， 200日生存例， K.B.染色，×200.

Figs. 10, 11, 12は何れも Sponge！固有の網目様構造は全く消失しp その中に脳室上衣細胞類似のやや細長

い細胞の壁に閉まれた多数の小管腔の形成－recanalizationーを認める．

Fig. 13: 頭頂葉脳実質内に laminariaを押入．

Fig. 14: 頭頂葉脳実質内に p.m. m. a.を浸した Sponge！を挿入．


